
生分解性
プラスチック

再生材

バイオマス
プラスチッ
ク

複合プラス
チック※

yes

yes

yes

例：生ごみ等と一緒に堆肥化やバイオガス化
することを目的とした生ごみ用収集袋 等

例：可燃用ごみ袋、感染
症の懸念がある医療・衛
生用品 等

例：熱硬化性樹脂、食品や化粧品/洗剤等で過度に
汚れる容器包装プラスチック、金属等のプラスチッ
ク以外の部品と分離してリサイクル回収できない製
品 等

yes

使用特性から、海洋や土壌など
自然環境に意図せず流出してしまう

恐れがある用途か？

管理下で生分解させることが
省力化や廃棄物削減等の

処理の合理化につながるか？

可燃ごみ袋等、その利用目的から
燃やさざるを得ない用途か？

焼却による滅菌が求められる用途か？

現時点のリサイクル技術ではMR・CR※する
ことが合理的でない用途や設計か？

再生材

バイオマス
プラスチッ
ク

no

no

no

no

主としてプラスチックを使用した製品開発を前提とし
ている

その他のプラスチック製品

 分解環境に適した分解機能を持つこと
を確認すること

 使用後は、リサイクル目的の「プラス
チック資源」とは分けて回収・処理

 バイオ由来の生分解性プラスチックで
あることが望ましい

 熱回収を阻害しないこと
 温室効果ガス抑制に資する、バイオマ
スプラスチックや複合プラスチックの
積極的な使用が望ましい

 当該素材を限定して回収・選別し、焼
却処分できる仕組みがあるならば、バ
イオマス由来の生分解性プラスチック
や複合プラスチック等のプラスチック
代替素材の使用も可能

 設計の工夫や技術革新によりリサイク
ル可能性を向上する努力を行うこと

 設計の見直しを行うことが望ましい

 プラスチックの再資源化に悪影響がな
いものを使用すること

 当該素材を限定して回収・選別し、リ
サイクルする場合は、生分解性プラス
チック等の利用も可能となるが、その
際はバイオマス由来等環境負荷低減効
果がより高いものを使用すること

＜導入に適したプラスチック＞＜備考＞

バイオプラスチック導入検討フローチャート

※用語説明
MR：マテリアルリサイクル／CR：ケミカルリサイクル／
複合プラスチック：プラスチックと紙粉、木粉、資源米、工業用澱粉、貝殻粉、石灰石等の天然由来素材を混錬した複合プラスチック

肥料被覆材･漁具・水産用生産資材、
かつ、必ずしも高い強度や

耐久性が求められない用途か？ 例：肥料被覆材、
漁具や水産用資材 等

農業用マルチ
フィルムか？

yes

yes

no

no

収穫後に
農地にすき込
む想定か？

yes

no

スタート


